
日本映画放送株式会社 第97回番組審議会議事録 

 

１．開催年月日：令和8年5月12日(火) 15時～ 

 

２．開催方式：対面、web会議ツールにて実施 

 

３．委員(順不同･敬称略)  

出席：鈴木 嘉一・宮崎 美紀子・尾形 敏朗・山川 鉃郎・馬場 康夫 

web会議ツールにて出席：神田 由築・倉田 真由美・砂川 浩慶 

 

放送事業者 

代表取締役社長：宮川 朋之 

常務執行役員：桑田 靖 

編成制作局 局長：小川 英洋 

編成制作局：三品貴志（編成部）三瓶祐毅（編成部）、八巻洋平（編成部）、山崎桃子（編成部）、 

荒瀬佳孝（制作部） 

番審担当：澤  尚志、碓井 恭子 

 

４．議題 

（１）審議事項：日本映画専門チャンネル『追悼・映画監督 長谷川和彦』について 

（２）報告事項：時代劇専門チャンネル『三屋清左衛門残日録 ー永遠の絆ー』について 

 

５. 議題（１） 

圧倒的な熱量と独創性で伝説の映画監督と呼ばれてきた長谷川和彦監督の逝去（1 月 31 日）を受け、3 月 17

日に「岩井俊二映画祭 presents マイリトル映画祭『長谷川和彦映画祭！』（特別編集版）」を再編集して放

送した。本番組は当チャンネルが 2012 年に収録・放送した映像を基に再編集したオリジナル特別番組で、

あわせて『太陽を盗んだ男』（1979 年）、『青春の殺人者』（1976 年）、脚本作『青春の蹉跌』（1974 年）も放

送した。長谷川監督は 1970 年代に監督作をわずか 2 本しか発表していないが、収録された貴重なインタビ

ュー映像を通じて長年のファンのみならず若い世代が監督の功績や作品に触れる契機となることを期待して

いる。 

 

【審議のポイント】番組や企画、作品について、自由闊達なご意見を伺いたい。 

 

６．議題（１）審議内容 ※文中敬称略 

・長谷川監督は業界で悪評がある一方、本インタビューからは繊細さが伝わった。岩井監督の的確な問

いで『青春の殺人者』の父の思い出反映や『太陽を盗んだ男』での沢田研二の表情、神代と今村のア

フレコ論の相違など貴重な逸話が多数引き出されている。以前担当したラジオで本作を劇場上映した

経験もあり、『青春の殺人者』の市原悦子の出演シーンを改めて見直したい。 

 

・同世代ではないため長谷川監督の人となりを知らなかったが、20年ぶりに『太陽を盗んだ男』を再見

して才能と情熱を実感した。2012年に日本映画専門チャンネルがこの貴重なインタビューを収録して

いたのは本特集の大きな成果で、前後どちらで観ても参考になる。岩井監督と長谷川監督の対照的な

関係性が見事で、収録映像の位置づけや追悼特集成立の有無を知りたい。 



 

・同時代を歩んだ者として、長谷川が実は2作しか撮っていない事実に驚いた。『神々の深き欲望』『八

月の濡れた砂』は観ていたが今回『青春の殺人者』の放送を見落していたのは痛恨。長谷川とその時

代を広く扱い、70年代の文化や政治背景を汲んだ紹介が欲しい。60〜90秒のショート動画で70年代

の魅力をSNS発信すれば若い層にも伝わるはずだ。 

 

・映画には門外漢で長谷川監督は室井滋の内縁の夫という認識しかなかったが、今回の放送は非常に良

い体験だった。岩井監督の質問は的確で尊敬が感じられ、監督が当時の関係者を次々挙げるのを見な

がら検索しつつ視聴するほど惹きつけられた。『太陽を盗んだ男』は長さを感じさせず菅原文太や沢

田研二の演技に圧倒され、若い世代にも響くだろう。 

 

・公開初日に劇場で『太陽を盗んだ男』を観た世代として、長谷川監督は周囲を巻き込む力を持ち、話

芸が磨かれていると感じた。繰り返し接してきた話にも新たな発見があり、映画監督の肩書きで最期

まで生きた点は素晴らしくもあり惜しい。脚本作の放送や未放送作品の取り上げを今後も期待したい。 

 

・「おっかない人」という先入観があったが、インタビューを通じて昔ながらの映画監督らしい佇まい

と魅力が伝わった。『太陽を盗んだ男』は懐古的で破天荒な面もあるが長尺を感じさせず楽しめた。

アーカイブ映像と映画の組み合わせは好例で、どう若い大学生（特に女子）にこの世界観へ没入して

もらうかが課題だと感じた。 

 

・長谷川監督の作品と人物を知り遅れを恥じた。『太陽を盗んだ男』は戦争の影を引きずる一方で「何

をしたいか分からない」時代の倦怠感を直截に描き、原爆や天皇との距離感など現代では撮れない表

現に満ちる。ラストの爆破音は現代への時限爆弾のようで強烈。岩井監督のリスペクトに満ちた聞き

方も秀逸で、ノーカット版を望む。 

 

・ 長谷川監督は70年代のカウンターカルチャーを象徴し、仲間が新しい道へ進む中で彼だけ70年代に

留まった印象がある。「連合赤軍」企画にこだわり撮れなかった吐露や当時の事件の影響が作品に残

り、あの時代から抜け出せなかったのだろう。たった2作で伝説となる力は映画の凄さで、多角的な

特集拡充に期待する。 

 

・岩井監督のリメイク企画をきっかけに交流が生まれ、過去に実現した映画祭や4時間に及ぶインタビ

ューを軸に追悼特集を編成した。視聴者には作品とインタビューの連関を楽しんでほしい。編集でカ

ットしたが、沢田研二主演の『悪魔のようなあいつ』に監督が触れていたため、6月放送予定のデビ

ュー55周年特集に急遽組み込んだ。 

 

・日本映画専門チャンネルの開局30年を機に、今回の追悼特集は蓄積したインタビューが重要な資産で

あると再認識させた。若い視聴者に名作を知ってもらう機会創出が使命であり、資産をYouTube等で

活用することも検討したい。ただし『濡れた荒野を走れ』『性盗ねずみ小僧』などR18指定作品は編成

上放送が難しい。 

 

 



7.（2）報告事項 

時代劇専門チャンネルでオリジナル時代劇『三屋清左衛門残日録—永遠の絆—』第9作を3月17日に放送

した。藤沢周平の短編「切腹」「木綿触れ」を融合し家族愛と友情を描いた作品で、主演は北大路欣也。

佐藤流司をキャスティングしたことで若年層の視聴獲得につながった。 

 

8. 連絡事項 

第98回番組審議会は2026年8月25日(火)15:00に対面・オンラインのハイブリッドで開催予定（変更の可

能性あり）。なお2026年度のスケジュールでは第100回が当初記載の2026年2月9日から2026年2月16日

に変更され了承された。 

 


